
【案件概要】
平成28年度予算編成にあたり、予算編成方針を決定する。

【審議結果】
行政経営部財政室より、資料に基づき審議事項の内容について説明があり、その後質疑応答を行った。

質問…予算編成方針に新公会計の財務諸表を用いた課題の分析を行うなどの考え方を盛り込むべきではないか。
答え…各部においては、行政評価で施策・事務事業の評価に取り組んでいただいているが、今後は新公会計の
　　　　 財務諸表も活用して評価を行っていただく必要があると考えている。部長会等でこの方針を説明していく際
　　　　 には、口頭でその旨を補足する。

質問…基金の積立、運用はどのように考えているか。
答え…これまでも、各基金については、必要に応じて余剰金などの積み増しを行ってきている。
　　　　 将来的に必要となる額を見据えながら、しかるべき時に積立を行う。

質問…少子高齢化の進行による今後の扶助費等の増大をどのように考えるか。
答え…本市ではこれまでも福祉を充実させてきているが、子ども医療費助成などは少子化対策として投資的な
　　　　 要素が強い。バランスを見極めながら、長期的な視点で考える必要がある。

まとめ…本案件については承認された。平成28年度予算編成方針に基づき、予算編成を進めることとする。

【審議事項】
　平成28年度予算編成方針の内容について

　○審議内容と結果

【所管部の考え方】
歳出の抑制に努め、財源不足の解消を図る。
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